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Ⅰ 農学部の教育目的と特徴 

 
１ 農学の使命は、食料・生活資材の安定供給、生物生存環境の保全、人類の健康と福祉

への貢献である。農学部は、「農学の使命を達成するために、生物生産、生物機能、生

物環境等に関連する学問諸分野において、国際的に通用する専門性と技術を有するばか

りでなく、豊かな課題探求能力とバランス感覚を備えた多様な人材を育成すること」を

教育目的としている。 
 
２ 農学部では、第２期中期目標を「農学に対する総合的な知識、国際的に通用する専門

性を備えた教養人を養成する」と設定している。 
 
３ 生物資源環境学科の１学科からなり、その中に生物資源生産科学、応用生物科学、地

球森林科学、動物生産科学の４コースを設置し、さらに各コースを複数の専門分野に区

分した総合的な教育体制を編成している。 
 
４ 本学部の教育目的を実現するため、個別学力検査前期・後期日程、及びアドミッショ

ン・オフィス方式による選抜（AO 選抜 II）など多様な入学者選抜を実施している。 
 
５ 選抜された学生は農学部に一括入学し、農学の広範な学問分野を概観し、１年半後に

上記４コース・９分野に配属され、専門性の高い専攻教育課程に進む。これにより広い

視野と豊かな基礎知識に立脚した高度な専門教育を施すことができる。 
 
６ 農学が解決すべき問題は本質的にグローバルであり、農学教育には高い国際性が求め

られる。そのため、農学教育の国際化対応は重要な問題である。 
 

以上の教育目的と特徴は、本学の中期目標記載の基本的な目標「教育においては、確か

な学問体系に立脚し、学際的な新たな学問領域を重視しながら、豊かな教養と人間性を備

え、世界的視野を持って生涯にわたり高い水準で能動的に学び続ける指導的人材を育成す

る。」を踏まえている。 
 
 
［想定する関係者とその期待］ 
１ 高校生等の志願者 

オープンキャンパス、体験授業、出前講義、大学説明会等による多様な農学分野の理解。 
 
２ 在学生 

生物産業、アカデミア、行政機関など、多様なキャリアパスとカリキュラムの提示、及

び教育・支援体制の整備。 
 
３ 地域社会及び国際社会における行政、民間企業等の産業界 

豊かな課題探究・解決能力を備え、独創性、協調性、バランス感覚をもって地域・グロ

ーバル社会に貢献できる総合力。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点１－１ 教育実施体制 

（観点に係る状況） 

１－１―（１） 組織編成上の工夫  
 
１－１－（１）－① 教員組織編成や教育体制の工夫とその効果  

 
１）学部・学科の構成・責任体制 

本学部・学科の教育体制は、10 教育分野を含む４教育コースから成り、農林水産業及び

関連生物産業に広く対応する専門分野をカバーしている（資料１）。さらに、文科省「国際

化拠点整備事業（G30）」の支援で平成 22 年度から開講した国際コースは、全国で初めての

完全英語による留学生の学士課程プログラムである（資料２）。 
 

◯資料１ 学部・学科の構成・責任体制 

学部  学科等 コース・分野 責任部局 

農学部  生 物 資 源

環境学科 

生物資源生産科学

コース 

農学分野 農学研究院 

生物生産環境工学分野  
＜生物生産環境工学プログラム＞ 

生物生産環境工学分野  
＜農業土木プログラム（JABEE 認定

プログラム）＞  
生物生産システム工学分野 

農政経済学分野 

応用生物科学  
コース 

応用生命化学分野 

食糧化学工学分野 

地球森林科学  
コース 

森林機能制御学分野  
森林機能開発学分野  
生物材料機能学分野  

動物生産科学  
コース 

水産科学分野  
アニマルサイエンス分野  

国際コース  農学研究院  
本学国際教育セン

ター（平成 26 年３

月まで） 

 

◯資料２ 国際コースの概要 
項目 内容 備考 

科目 

構成 

低年次基幹教育 49 科目及び高年次の専攻教育 51 科目全てを英語

で教授。 

http://www.isc.kyushu

-u.ac.jp/g30/programs

-a.html 

カリキ

ュラム

の特色 

３年次前期までは、国際コース一括で農学諸分野の基礎知識を学

び、３年後期から卒論研究室において専門的・高度な知識・技能

を身につけて卒業論文作成に至る、という独自のカリキュラムを

設計。 

http://www.agr.kyushu

-u.ac.jp/english/inte

rnational/undergradua

te/curriculum/ 

担当教

員構成

の特色 

低年次基幹教育から専攻教育の比較的基盤的な授業は、G30 の補

助金、大学独自の財源、及びスーパーグローバル大学創成支援事

業の補助金等で雇用された本学国際教育センター所属の外国人教

員等が主に担い、専門性の高い専攻教育科目及び卒業研究は農学

研究院の教員が分担している。平成 27 年度からは、コーディネー

ターを含む国際コース専任教員を、国際農業教育・研究推進セン

ター 国際教育ユニットに配置し、同センター国際交流ユニット
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との連携により、国際コースカリキュラムの円滑な運営が可能と

なっている。 

 
２）教員配置の特徴 

本学部の専任教員数及び非常勤講師数を資料３に示す。教員一人当たりの学生数からみ

て、教育課程の遂行に必要な教員を十分に確保している。 

 

○資料３ 担当教員配置状況（平成 28 年５月１日現在） 

教授  准教授  講師  助教  小計  非常勤

講師  計  学生数  教員一人当たりの

学生数  
55 48 2 58 163 22 185 916 4.95 

 
 また、本学部のミッションに即した人材育成を促進する文科省教育プログラムを推進す

るために、資料４に示す特定プロジェクト教員を採用している。 
 

○資料４ 特定プロジェクト教員の配置（平成 28 年３月 31 日現在） 

期間 教育プログラム名・財源 
特定プロジェクト教員の 

職位・人数 
配置 

平成 22 

〜26 年度 

文科省特別経費（プロジェクト分）「オ

ープンプロブレムスタディープログラ

ム（OPSP）」 

准教授・２名 OPSP プロジェ

クトオフィス

（部門外） 

平成 24 

〜28 年度 

文科省グローバル人材育成推進事業

（H26 より、経済社会の発展を牽引する

グローバル人材育成支援に改称）「国際

的視野を持ったアグリバイオリーダー

の育成」 

准教授・１名 

講師・１名（26 年度まで） 

農学研究院付

属国際農業教

育・研究推進セ

ンター・国際教

育ユニット 

平成 27 

〜31 年度 

文科省特別経費（国立大学機能強化分）

による外国人教員雇用経費 

教授・１名 

平成 27 年

度〜 

スーパーグローバル大学創成支援事業

「戦略的改革で未来へ進化するトップ

グ ロ ー バ ル 研 究 ・ 教 育 拠 点 創 成

（SHARE-Q） 

助教・２名 

 
３）組織体制の改善の取組 

平成 25 年度大学改革活性化制度によって、農学研究院付属国際農業教育・研究推進セ

ンターを設置し、その国際交流推進ユニット及び国際教育ユニット構成教員の再組織化・

充実を進めた（資料５）。 
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○資料５ 平成 25 年度大学改革活性化制度によって採択された「国際農学教育・研究推進

センター」の概要、構成ユニット及び担当教員 

  

国際農学教育・研究推進センターの概要と教育への効果  
「世界をリードする生物資源環境科学の研究・教育拠点にふさわしい学術研究活動を行うために必要な

支援体制を整備する」に沿って、組織的な国際教育研究戦略の企画・立案体制を強化し、より一層の実

践的なグローバル教育研究の活性化を推進するために、本センターを設置した。特に、国際交流推進ユ

ニットと国際教育ユニットは密接に連携し、留学生担当講師（主に学府留学生を担当）、学部国際コー

スのコーディネーター・専任外国人教員、及びグローバル人材育成推進プロジェクト担当教員間の協力

体制によって、学部・学府における海外留学の促進、学内での留学生と日本人学生の授業や課外活動に

おける交流をよりいっそう充実させることが可能となった。なお、本センターには、九州大学独自の組

織改革スキーム「大学改革活性化制度」によって得た教員ポストを活用し、国際交流ユニット専任准教

授を採用・配置した。 

 

※ 九州大学「大学改革活性化制度」 

本制度は、毎年度、部局に配置される教員ポストの１％を原資とし、大学の将来構想に合致した部局ご

との改革計画を募り、優先度の高い改革計画を全学の委員会等で審査・選定し、当該計画の実施に必要

な教員ポストを再配分する制度で、平成 23 年度から実施している。この制度の実施により、たとえ多

少の政策や財政状況の変動があっても大学が自律的に続けられる「永続性のある強靭な改革のスキー

ム」の構築を目指している。 

 

 http://hyoka.ofc.kyushu-u.ac.jp/hyoka-home/efforts/activation/index.html 

 

ユニット名 教授 准教授 講師 助教 

農業生産ユニッ

ト 

吉村 淳◎ 

望月俊宏 

高須啓志 

安井 秀   

熱帯微生物 

ユニット 

酒井謙二◎ 中山二郎 土井克己 田代幸寛 

生産基盤環境保

全ユニット 

平松和昭 

黒澤 靖※◎ 

溝上展也  中野晶子 

農業農村開発経

済ユニット 

南石晃明◎ 百村帝彦※   

国際交流推進 

ユニット 

緒方一夫※◎ 中村真子◯▼ 

宮島郁夫※ 

 尾崎彰則 

国際教育ユニッ

ト（H26.４.１新

設） 

中尾実樹◎ 

岡本正宏 

【Douglas 

Drummond】◯ 

【廣政恭明】 

荻野由紀子◯ 

野村久子◯ 【雨河祐一郎】◯ 

【Ka Fai William Tse】◯ 

【Ton Viet Ta】◯ 

◎ユニット長、◯センター専任教員（それ以外は兼任）、※熱帯農学研究センター教員、【】特定プロジ

ェクト教員、▼ 活性化制度による配分ポイントで配置、下線はグローバル人材育成推進事業の実施担

当教員を示す。 
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女性教員比率の向上、自立的で高度な研究能力を備えた若手教員の確保、教育国際化の

推進等を実現するために、多様な取組を行っている（資料６）。その結果、女性教員や外国

人教員比率を高く維持することが可能となっている（資料７）。 
 
○資料６ 多様な教員の確保の取組 

取組  内容  
女性枠教員  平成 21 年度から始まった『女性研究者養成システム改革加速』事業により、４名の女

性教員を採用し、その専門分野に応じた適切な部門・講座に配属させている。さらに、

平成 27 年度中に、国際農学教育・研究推進センター国際教育ユニットに１名採用する。

テニュア・ト

ラック教員  
本学テニュアトラック制を活用し、２名のテニュアトラック教員を採用した。うち１

名はすでに資格審査を優秀な業績評価で通過し、農学研究院の正規助教に採用され、

高度な専門性を活かして学部教育にも貢献している。  
外国人教員  G30 プロジェクトによる学士課程国際コースの設立に対応するために、本プロジェク

ト補助金及び全学管理人員枠を利用して雇用された外国人教員のうち４名が、農学部

担当教員として配置され、国際コースの全学教育科目及び専攻教育科目を担当した。

平成 25 年度末で補助金期間終了後も、様々な全学的支援を得て３名を農学部担当とし

て確保している。  
SSP 本学「次世代研究スーパースター養成プログラム」によって採用された２名の准教授

が、厳正な資格審査を経て農学研究院准教授に配置換えとなり、その専門性を活かし

た学部教育に参画している。  
特定プロジ

ェクト教員  
オープンプロブレムスタディープログラム、グローバル人材育成推進事業を強力かつ

円滑に推進するために、各プロジェクト専任教員（講師・准教授）を特定プロジェク

ト教員として各補助金によって雇用している。担当するプロジェクトだけでなく、農

学部国際コースの授業を一部担当するなど、学部教育のグローバル化に果たす役割も

大きい。  
 

○資料７ 専任教員に占める女性教員・外国人教員（平成 28 年５月１日現在） 
専任教員数 うち外国人教員数 

総計 女性教員割合(％) 外国人教員割合(％) 
男性 女性 男性 女性 

146 17 ４ ０ 163 10.4 2.5

 

 

 

１）アドミッション・ポリシー 

国際性、専門性、課題探究・解決能力の高い人材を育成するという教育目的を達成する

ために、アドミッション・ポリシー（AP）を定めて、広く一般に公開している（資料８）。 

 

○資料８ アドミッション・ポリシー 
生物生産、生物機能、生物環境等の農学関連諸分野に強い関心を有し、将来これらの分野で活躍を目指

す意欲的な学生を求めている。加えて、農学部の研究、教育領域は、自然科学から社会科学に及び、国

際化の進展も著しいため、これらにおおらかに対応でき、自身の語学力強化に熱心な学生を求めている。

参照 URL：http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/for_examinee/admission_policy/ 

 

２）入学者選抜方法・実施の状況 

AP に沿って、多様な入学者選抜を実施している（資料９）。基礎学力に加えて論理的思

考力・表現力に基づく入学者選抜も重視しており、英文読解を重視した後期日程入試及び

小論文と面接を重視した AO 入試を実施している。 

国際コースでは、海外からの優秀な学生確保を達成するために、秋入学とし、各種国際

的標準成績評価を含む書類選考と現地面接選考による２段段階で総合的に選抜している。 

 

１－１－（１）－② 多様な教員の確保の状況とその効果  

１－１－（１）－③ 入学者選抜方法の工夫とその効果 
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○資料９ 多様な入学者選抜方法 
分類 募集人員 選抜方法の概要と特徴 

一般選抜 前期日程 180 農学を学ぶために必要なバランスの取れた学力を評価してい

る。 

後期日程 28 農学への勉学及び適性を有する学生を受け入れるため、英文読

解能力とともに小論文により、入学者の選抜を行っている。 

AO 入試 学部 20 農学の勉学や研究に熱意と適性及び潜在能力を有する学生を

受け入れるため、１）志望理由書と高校の成績調書に基づく一

次選抜、２）センター試験成績、小論文及び面接選考による二

次選抜を組合せた総合評価方式により入学者の選抜を行って

いる。 

21 世紀プ

ログラム 

(１) 選抜方法は 21 世紀プログラムのアドミッション・ポリシーに

則って行われる。 

帰国子女特別選抜 若干名 農学への勉学意欲が高い帰国子女を受け入れるために実施し

ている。前期日程と同様の筆記試験による学力評価と面接を組

み合わせた総合評価方式により選抜している。 

私 費 外 国 人 特 別 選 抜

（一般コース） 

若干名 日本語能力に優れ、一般コースでの農学を学ぶ能力の高い留学

生を受け入れるために実施している。英語と日本語の能力、基

礎学力、そして面接による農学の勉学への適正を総合的に評価

する。 

私 費 留 学 生 特 別 選 抜

（国際コース、秋入学）

若干名 完全英語で行われる学士課程への適正を図るために、１）高校

の学業成績、国際的な学力評価指標（Scholastic Assessment 

Test（SAT）スコア、GCE AS レベルの成績、国際バカロレアの

成績、EJU スコア）、国際的な英語能力指標（TOEFL, TOEIC, IELTS

スコア等）に基づく書面一次選抜と、２）志願者の居住国ある

いはその近隣国に本学部教員が赴いて行う現地面接による二

次選抜を組合せた総合的な選抜を行っている。 

 

３）学生定員の状況 

学生定員並びに現員は、学部全体として適正な充足率を維持している（資料 10）。 

 

○資料 10 学部の定員、現員及び入学時充足率（各年５月１日現在） 

 入学年度 

22 23 24 25 26 27 

現
員 

充
足
率(

％)

現
員 

充
足
率(

％)

現
員 

充
足
率(

％)

現
員 

充
足
率(

％)

現
員 

充
足
率(

％)

現
員 

充
足
率(

％)

一般コース 

（定員 229 名） 

234 102 238 104 236 103 234 102 245 107 242 105

国際コース 

（定員外、若干名募集）  

９  ５  ４  ６  ４  ６  

 

４）入試方法等に関する検討状況と改善の具体例 

資料 11 に示すように、AO 入試では、一次選抜としての書類選考資料の客観性の向上及

び面接点の相対化による面接会場間格差の是正を行った。一方、国際コース入試の一次選

抜において、H23 年度から SAT などの国際的標準テストスコアによる学力の客観評価を導

入した結果、入学生の基礎学力が一定レベル以上となり、入学後の教育効果が大きく向上

した。  
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○資料 11 入学者選抜方式の改善の具体例 

 
 
１－１－（２） 内部質保証システムの機能による教育の質の改善・向上  

 
１－１－（２）－① 教員の教育力向上のための体制の整備とその効果  

 
１）FD の実施状況 

FD によって、特に様々な教育改善・新教育プログラム等への部局教員の理解など教育改

善に資する効果が得られた（資料 12）。 

 

○資料 12 FD の成果の教育の質の向上や授業改善への活用例 
FD テーマ 活用・効果の例 

オープンプロブレムスタディプログラ

ム（OPSP）及び組織的な若手研究者等海

外派遣プログラム 

 

JSPS グローバル人材育成推進事業（特色

型）”国際的視野を持ったアグリバイオ

リーダーの育成” 事業について 

各プログラムへの学部教員の理解が深まり、開講される授

業や留学プログラムへの学生の送り出しが促進された。 

G30 農学部国際コースについて－カリキ

ュラムの実施、履修要項、学生のサポー

ト 

農学部国際コースの専攻教育 

全く新しい、完全英語による学士プログラムに対する理解

が深まり、英語による授業担当が円滑に進んだ。また、国

際コース卒論生の受入教員の決定もスムーズに運ぶこと

ができた。 

GPA 制度の改善に向けて 

新 GPA 制度 

新しい評価法の周知が進み、適性な成績評価が行われる例

が増えた。結果として、農学部学生の GPA 分布が適正化さ

れた。 

コース名 選抜方式の改善・変更例 変更理由 効果 

一般コー

ス 

AO 入試 

一次選抜において学生が予

め記述して提出する志望理

由書に、生徒会活動、文化・

体育活動への参加及びその

良好な成績、ボランティア、

無遅刻無欠席、英検や他の資

格取得等、様々な課外活動の

取組を裏付ける評価できる

書類を添付させることとし、

各項目への加点の目安を設

定した。 

志望理由書は、志願者

の責任感、持続性、リ

ーダーシップ、協調性

など、本学部が望む学

生の資質を図るために

重要である。しかしな

がら、これらの点に関

する学生のアピールを

客観的に評価すること

は困難であったため。 

志望理由書の記載内容を裏付ける

資料によって、求める資質のより

客観的な評価が可能となった。 

各面接会場の素点を会場ご

との偏差値に換算し、全会場

の得点を統一的に比較でき

るように相対化した。 

しばしば面接会場間で

見られた得点の不公平

さを解消するため。 

会場間の難易度を均すことがで

き、より公平で客観的な評価が可

能となった。 

国際コー

ス 

第２期生の選抜から、一次選

抜において、高校の成績証明

書以外に客観的に志願者の

学力を示す資料の提出を義

務付けることとした。H11 年

度入試では SAT スコア、GCE

のグレード、あるいは日本留

学試験の点数を受け付けた

が、H12 年度入試からは、台

湾及び韓国の統一大学入試

試験のスコア及び国際バカ

ロレア資格のスコアも受け

付けることとした。 

第１期生の一次選抜で

は、高校までの成績証

明書のみに基づいて志

願者の学力を評価して

いたため、入学後に数

学や理科の科目の一部

の単元を全く未履修で

授業についていけない

学生が入学した。これ

らの学生には、特別な

補習授業の開講などで

対応したが、国際コー

スのカリキュラム運営

に大きな問題を投じた

ため。 

客観的な評価基準によって学力の

判断が可能となり、これにより、

入学後の授業運営や学生サポート

をスムーズに行うことができるよ

うに改善された。また、H22 年度

入学者では、学力不足による退学

者１名と留年者１名が生じたが、

H23 年度以降の入学者では、これ

らは完全に解消された。 

 これら統一テスト等の成績提出

の義務付けは、志願者にとって負

担増となり、一時的に志願者数の

減少を招いたが、少人数でも十分

な学力を備えた学生の選抜が可能

となった。 
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基幹教育と基幹教育カリキュラム 新しい基幹教育カリキュラムへの理解が深まり、低年次に

おける基礎科目から、高年次での専攻教育科目の積み上げ

の連続性が担保され、さらに基幹教育科目担当への積極性

が養われた。 

 

２）その他教員の教育力向上のための取組 

農学部教育が目指す教育国際化を支える教員の、英語による教育能力向上を目的として、

グローバル人材育成推進（G 人材）事業は資料 13 に示すような教員向け英語力強化プログ

ラムを開講している（資料 13）。特にハワイ大学での研修には若手を中心に延べ 24 名が参

加し、英語による教授能力を向上させた。その効果として、24 名の受講者のうち、すでに

５名は国際コースの授業を英語で担当している。また、１名は担当する一般コース授業を

英語化し、日本人・留学生の協学を実現している。 

 

○資料 13 教員の英語スキルアッププログラム 
プログラム名 開催時期・場所 受講人数

英語プレゼンテーション能力開発プログラム H25.12・福岡市 10 名 

英語による双方向型講義力 スキルアッププログラム H25.12・福岡市 10 名 

Kyushu University Special English and Teacher Training 

Seminar 

H26. ３ , H27. ３ , H28.

３・ハワイ大学マノア校 

計 30 名 

英語プレゼンテーション能力向上セミナー H26.12・福岡市 ９名 

 
 
１－１－（２）－② 職員の専門性向上のための体制の整備とその効果  

 
セミナー・研修プログラムによって、特に新規分析機器の原理・操作法習得による研究

の高度化及び研究室における学生指導補助の英語対応が進んでいる（資料 14）。 
 
○資料 14 職員の専門性向上のための取組とその効果 

職員の専門性向上のための取組 人数 効果 

◯農学研究院教育研究支援センターによる各種分

析機器の講習会 

H26.５：質量分析装置説明会 

H27.５：質量分析装置説明会 

H27.５：フローサイトメーター利用説会 

H27.５：共焦点・超解像度顕微鏡説明会 

H27.７：次世代シーケンサーMyseq 利用説明会 

H27.９：DART-MS 測定説明会 

H27.10: マイクロピペットセミナー 

24 人 ◯様々な分析機器を使用する可能

性のある技術職員の技能向上に

役だっている。各機器を用いた研

究活動において、教員を補佐し、

教育の充実に貢献している。 

◯農学部グローバル人材育成推進事業による職員

英語研修学内プログラム 

H25.12：職員英語研修（箱崎キャンパス） 

H26.９-11：職員英語研修（箱崎キャンパス） 

 

18 名 ◯平日の午後に農学部キャンパス

内で１～２時間の講習会を開催

することにより、幅広い事務職

員・技術職員が受講可能となり、

英語による事務処理能力の向上

に役立った。 

特に、英語能力別のクラスで最大

限の学習効果が得られている点

と、部局内の職員だけでなく、全

学の職員にも開放され全学への

波及効果をもたらしている点が

特筆される。 
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◯農学部グローバル人材育成推進事業による職員

英語研修海外プログラム 

H26.２-３：Communication and Culture Program

（アメリカ・カリフォルニア大学デービス校エク

ステンション） 

H26.９-10：Staff Development Program（オース

トラリア・ニューサウスウェルズ大学） 

H27.９-10：海外職員派遣英語研修（オーストラ

リア・ニューサウスウェルズ大学） 

６名 ◯UC Davis あるいはハワイ大学で

開講された４週間の英語研修プ

ログラムに派遣することにより、

会話を含めた実践的な事務処理

英語能力の獲得に役だった。少人

数の派遣であるが、実践的な英語

能力の獲得に役立ち、さらに受講

した職員の配置転換による全学

波及の効果も大きい。 

 
 
１－１－（２）－③ 教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果  

 
教育プログラムの質保証・質向上のための工夫に関しては、特に、授業評価の公開、諮

問委委員会による外部評価、及び国際化対応が、教育の質保証・質向上に寄与している（資

料 15）。 

 

○資料 15 教育プログラムの質保証・質向上のための工夫 
取組 内容 

データ・資料を収

集・蓄積する体制及

び活用した報告書

等 

自己点検・評価委員会において、編集方針の策定・実施・結果の公表の体制を整

えている。これまでに、「教員・職員の活動報告書」の 2010〜2014 年度版を発行

しており、2015 年度版も発行間近である。さらに、隔年発行としている「自己

点検・評価報告書 14（2014・2015）」も編集を終え、印刷中である。 

学生からの意見聴

取 
本学部における授業に関する学生の評価は、学生係が実施する学生アンケート調

査により得られ、これらの結果が教育改善のためのデータとして活用されてい

る。分析は教員自身が行い、自己評価分析報告書に基づいた、授業評価まとめを

学務委員会が行っている。 

授業評価は、農学部専攻教育科目 309 科目のうち、評価が義務付けられた 180 科

目で行われた。個々の教員が回収・提出した授業評価結果は、一覧にまとめ、そ

の分析結果を農学部ホームページで毎年公開している。これにより、教員が自分

の担当以外の授業についても、学生からの指摘と教員による対応例を参考に、授

業改善に役立てることができる。特に、双方向授業の一層の推進、読みやすい板

書、シラバスの改善など学生の視点に立った実際の教育の質の改善・向上に結び

付いている。 

さらに、学務委員会が主体となり、卒業生の満足度調査を毎年実施し、「農学部

卒業生の満足度アンケート」の分析結果報告書を各コース分野にフィードバック

している。また、各年の評価結果を５年毎に取りまとめて報告書として公表して

いる。それによると、総合判定では約８割の学生が満足と評価しているが、「シ

ラバスの記載内容」、「全学教育科目と専門教育科目との関連性」に満足していな

い学生が多く、今後の課題として把握・対応することが可能となった。 
学生表彰 学部賞を設定し、GPA やスポーツなどで際立った成績を示した学部生を毎年５名

ほど選考し、表彰することにより、学生の学習へのモチベーションを高めている。

外部評価制度 年に２回開かれる農学研究院教育研究諮問会議を外部評価機関として活用し、フ

リーディスカッションを通して、教育に関しても幅広い意見、提言を聴取してい

る。 

諮問会議は、５名の学外諮問委員、１名の農学研究院学外顧問、及び研究院長、

副研究院長（総務、学務）、学生支援委員（学部、学府）、農学研究院運営委員会

委員、農学部事務長から構成され、９月及び３月に開催される。 

近年の評価と対応の例は下記のとおりである。 

 

①｢部局のレピュテーションを上げるための方策｣に関する諮問委員の意見を   

研究戦略委員会で議論し、ベンチマーキングデータなどの活用法に関して具体

的な講堂案を作成した。特に、学部国際コースに優秀な留学生をさらに多く入

学させること、及び日本人学生の交換留学を促進させるために、グローバル人

材育成推進事業の活用、トビタテ留学ジャパンへの応募促進を進めることとし

た。 

②｢教育のグローバル化｣に関する諮問委員の意見を学務 WG や国際化構想 WG で

議論し、海外機関との連携の在り方や強化すべき教育内容を具体化するため
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に、UC デービス、ニューサウスウェルズ大学、ワーヘニンゲン大学、香港城

市大学等の国際交流担当者と意見交換を進めた結果、本学における短期インバ

ウンドプログラムの整備が極めて有効であることが判明した。すでに、H26〜

27 年度にかけて、約１ヶ月間のインバウンドプログラムを香港城市大学及び

国立釜慶大学の学生 20〜30 名を対象に実施し、特に香港城市大学とは同レベ

ルの双方向学生交流が実現した。 

 これらの意見は運営委員会に諮り、学務委員会、研究戦略委員会、社会連携委

員会で検討の上、必要な対策に着手する体制が整っている。 

国際コース対応 国際コースにおける学生実験科目には、日本人大学院生による TA の参加を期待

している。外国人教員、日本人 TA が円滑に指導を行えるように、日英バイリン

ガルの教材を、「平成 22 年度 教育の質向上支援プログラム（Enhanced Education 

Program：EEP）」の支援を得て開発した。 

※ 教育の質向上支援プログラム Ｅnhanced Ｅdu1cation Ｐrogram（EEP）： 

平成 21 年度から実施している EEP は、中期目標・中期計画に掲げる教育に関す

る目標・計画の達成に資する部局等の主体的な取組を支援することにより、教員

及び組織の教育力の向上を図り、本学の教育改革を推進することを目的とするも

のである。 

 

 

（水準） 

期待される水準を上回る 

 

（判断理由） 

本学部の教育目的に合致した３ポリシーに沿った教育を行っている。文理にまたがる総

合的な学問分野である農学の特性を反映し、４コース９分野から成る多様な教育分野を備

え、農学部に入学した学生に対して、幅広い興味と高い専門性の要求を満たす教育を提供

している。その専門分野は産業界のニーズへの適合性も高い。 

農学が直面するグローバル問題に対応するため、平成 22 年度から「国際コース」を開

設し、完全英語の学士課程プログラムを日本で初めて開始し、すでに２学年の卒業生を国

内外に輩出ながら、順調に入学生を得ている。 

また、農学の基礎から最先端までをカバーしながら、国際的の高い教育を担保する布陣

となっている。特に G 人材事業は、上記国際コースと教育資源を共有し、留学生と一般コ

ース学生との協学を実現する先進的な取組である。 

以上の組織編成上の工夫から判断して、前述の教育目的を達成する工夫や内部質保証が

機能し、特に学部教育の国際化もリードしていることから、本学部の教育体制は、関係者

から期待される水準を上回ると判断される。 
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観点１－２ 教育内容・方法 

（観点に係る状況） 

１－２－（１） 体系的な教育課程の編成状況 

 

１－２－（１）－① 教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

本学部の教育目的を前提に、農学部が提供する学位プログラム毎にカリキュラム・ポリ

シーを定めて、一般に公開している（資料 16）。 

教育目的とカリキュラム・ポリシーの関係において特筆すべき点は、専攻教育課程にお

いて、共通的な基礎科目から各コース・分野の専攻教育科目あるいは卒論研究内容に徐々

に専門性を深めていく配属システムである（資料 17）。 

 

○資料 16 カリキュラム・ポリシーの内容 
コース 分野 

【学位プログラム】

カリキュラム・ポリシー 

生物資源 

生産科学 

コース 

農学 農学基礎の観点から、農作物の安定生産と品質向上のための農学全般

に関する基礎及び専門知識、国際性を備えた指導力を修得させるため

に必要となる授業科目を、講義と農学実験・実習を体系的に編成し、

各研究分野の分担・連携の下、重層的な教育を行う。 

生 物 生 産 環 境

工学【生物生産

環境工学、農業

土木 JABEE 認定

プログラム】 

農業・農村環境の再生、創出、保全のための土、水、気象に関連する

自然・社会科学の授業科目を各研究分野の視点から体系的に編成する

とともに、学習教育目標と成績評価方法を明確に設定・公開し、各研

究分野の分担・連携の下で教育を行う。 

生 物 生 産 シ ス

テム工学 

生物資源の生産・供給システムに関与する知識・技術と論理的思考力

の醸成に加えて、課題を解決し得る能力を習得させるため、理工学的

な方法論を基礎として、生物、化学的手法も含めた授業科目を体系的

に編成し、分野内研究室の分担・連携の下、重層的にこれを教育する。

農政経済学 社会科学総合の観点から、国際フードシステムの社会経済問題に関す

る専門知識と国際性を備えた指導力を修得させるために必要となる

授業科目を、国際標準、各研究分野オリジナル及び実践の視点から体

系的に編成し、各研究分野の分担・連携の下、重層的な教育を行う。

応用生物科

学コース 

応用生命化学 生物生産に関連する生命科学から環境科学までの幅広い専門知識と

高度な技術を修得させるため、講義・演習・実験を有機的に組み合わ

せて、生命現象、生物が 生産する物質、生物と環境の相互作用、環

境保全・修復等について主に化学的・物質的な視点より基礎から応用

まで広範な教育を行う。 

食糧化学工学 生物学、化学、工学を融合し、最新技術を駆使して食糧、健康、資源、

環境、エネルギー等の諸問題を解決するための専門知識と国際性・学

際性を備えた指導力 を修得させるために必要な授業科目を体系的に

編成し、各研究分野の連携と分担の下で、時代に即した食料化学工学

に関する総合的な教育を行う。 

地球森林科

学コース 

森 林 機 能 制 御

学、森林機能開

発学、生物材料

機能学 

森林資源の持続的生産・利用と人類の生存及び環境修復に寄与する専

門的知識と社会的要請への対応能力を習得させるために必要となる

授業科目を、自然科学から社会科学に跨がる学問の基礎及び応用の視

点から体系的に編成し、各教育分野の分担・連携の下、地球森林科学

に関する総合的な教育を行う。 

動物生産科

学コース 

水産科学 海洋の生物生産や海洋生命科学、並びに海洋環境に関する基礎及び専

門的知識と技術を修得させると共に、本分野における課題設定能力と

国際性を修得させるために、専門授業科目、科学英語、実験・実習等

を体系的に編成し、各研究分野の分担・連携による組織的教育を行う。

ア ニ マ ル サ イ

エンス 

哺乳類及び鳥類等の動物資源の生産と利用に関わる生命科学、環境科

学、食品科学に関する基礎及び専門的知識と技術、並びに問題解決能

力、社会性、国際性を 修得させるために、基礎及び専門授業科目、

科学英語、実験・実習等を体系的に編成し、分野内の分担・連携によ

る組織的教育を行う。 
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国際コース 様々な国籍の学生が英語でともに学ぶ環境を提供することにより、異

分化に対する理解力、論理的思考力、コミュニケーション力を基盤と

して身につけるとともに、農学の専門技能を備えることができる講

義・実験・実習を体系的に編成する。 

参照 URL：http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/for_examinee/curriculum_policy/#03 

 

○資料 17 教育目的とカリキュラム・ポリシーの関係において特筆すべき事項 
コース 教育目的とカリキュラム・ポリシーの関係において特筆すべき事項 

一般コース 農学は文理にまたがる非常に幅広い分野を含みながらも、各分野で高度な専門知識・技

能が要求される。これを両立する教育を達成するために、低年次において幅広い教養を

身につける全学教育科目の他、農学部関連諸分野の理解と共通基礎知識を深めるために

低年次専攻教育科目が設置され、生物生産、生物機能、生物環境等の農学に関連する幅

広い基礎知識を学ぶ。その後、２年生後期から各コース・分野に配属されて、専門知識

や技能を身につけることができる、という大きな特徴を備えている。（下図参照） 

そのため、学生は、低年次のうちに自分の学問的興味を確認し、もっとも適した専門性

を無理なく選択し、コース分野に進むことができる。なお、配属学生の決定は、各コー

ス・分野の定員に応じて、学生の希望及び１年半の成績を加味して配属コースを決定す

るが、希望者の少なかったコース・分野から多かったコース・分野に若干の配属定員を

移すルールを定め、できるだけ多くの学生が希望するコース・分野に進学できるように

配慮している。 

 

国際コース 国際コースは完全英語のカリキュラム編成となっていることに加え、一般コースとは独

立して、３年次前期まで既存のコース分野に所属すること無く、自らの学問的興味に基

づき幅広い専攻科目を自由に選択、履修し、専門分野を徐々に狭めていくことができる。

３年次後期からは卒論研究室に仮配属され、実際の卒業研究に必要な技能を集中的かつ

効率的に身につけることができる。（下図参照） 

チュートリアル及びラボローテーションは、農学部が包含する多様な研究分野・研究室

を俯瞰し、自身の専門を決定するために特に重要な意味をもつ、特色ある科目群である。
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１－２－（１）－② 学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

 

本学部及び各分野（学位プログラム）別のディプロマポリシーを定めて、一般に公開し

ている（資料 18）。特に、農学は食糧・環境問題などの地球規模の実問題を取り扱うとい

う特徴から、全分野に共通して国際性の涵養が重要な目標である点が特徴的である。 

 

○資料 18 ディプロマ・ポリシーの内容 

コース 
分野 

【学位プログラム】 
ディプロマ・ポリシーの内容 

掲載 URL：http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/for_examinee/diploma_policy/ 
農学部  21 世紀に予測される地球規模での食料問題と環境問題を克服し、食

料・生活資材の安定供給、生物生存環境の保全、人類の健康と福祉に

貢献することは、農学に課せられた使命である。農学部では、農学の

使命を達成するための多様な人材を育成することを目的として、農学

関連諸分野において、国際的に通用する専門性と技術を有するばかり

でなく、豊かな課題探求能力と課題解決能力を備えた人材を組織的に

養成する。  
生 物 資

源 生 産

科学  

農学  農学基礎の観点から、農学全般に関する専門知識と国際性を備えた指

導力を修得させ、環境変動に対応する農作物の安定生産の実現、並び

に自然環境に調和した持続的農業生産システムを創出し、国際的に貢

献できる人材を組織的に養成する。  
生物生産環境工

学【生物生産環

境工学】、【農業

土木 JABEE 認定

プログラム】  

農業・農村環境の再生、創出、保全に向けた教育を視野に、土、水、

気象に関する自然・社会科学の基礎学を修得させ、安定した食料供給

に資する生産基盤の持続的な開発、保全、管理、及び自然環境と調和

した、物質循環型の農村空間の創出に関わる人材を養成する。  

生物生産システ

ム工学  
安全で安定的な食料生産に関わる諸問題について、理工学的観点から

問題解決に至る論理を探究する能力を備え、生物資源の最適生産シス

テム・機械技術、高鮮度保持貯蔵・流通技術、安全確保技術に関する

専門的知識・技術を有する人材を組織的に養成する。  
農政経済学  社会科学総合の観点から、国際フードシステムの社会経済問題に関す

る専門知識と国際性を備えた指導力を修得させ、安全な食料・バイオ

エネルギーの安定供給と適正価格の実現、並びにそれを担う国内外の
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食料産業・地域経済社会の持続的かつ環境調和的発展に関わる人材を

組織的に養成する。  
応 用 生

物科学  
応用生命化学  生命科学から環境科学までの分野において、化学的・物質的観点から

の専門知識と高度な技術を習得させ、有用物質生産、新規生理活性物

質や生物資源の開発と利用、動植物の保護管理、環境保全・修復を含

む生物生産系の発展や、食料・環境問題の解決に携わる視野の広い人

材を組織的に養成する。  
食糧化学工学  生物学、化学、工学を融合し、最新技術を駆使して食糧、健康、資源、

環境、エネルギー等の諸問題を解決するための専門知識・技術と国際

性・学際性を備えた指導力を修得させ、生理活性物質の探索・創製、

食機能の解明と利用、高品質な食品の提供、微生物機能の解明と利用

に携わる人材を組織的に養成する。  
地 球 森

林科学  
森林機能制御学  生物学、化学、物理学、地学、社会科学に跨がる幅広い学問分野を統

合した地球森林科学教育において、人類生存のための森林機能の制御

に寄与できる専門的知識を習得させるとともに、多様化する国内外の

社会的要請に対応できる指導力ある人材を組織的に養成する。  
森林機能開発学  生物学、化学、物理学、地学、社会科学に跨がる幅広い学問分野を統

合した地球森林科学教育において、森林生態系の未知の機能の開発に

寄与できる専門的知識を習得させるとともに、多様化する国内外の社

会的要請に対応できる指導力ある人材を組織的に養成する。  
生物材料機能学  生物学、化学、物理学、地学、社会科学に跨がる幅広い学問分野を統

合した地球森林科学教育において、人と地球環境に優しい森林資源の

高度有効利用に寄与できる専門的知識を習得させるとともに、多様化

する国内外の社会的要請に対応できる指導力ある人材を組織的に養

成する。  
動 物 生

産 科 学

コース  

水産科学  海洋の生物生産や海洋生命科学、並びに海洋環境に関する基礎及び専

門的知識と技術を修得させると共に、本分野における課題設定能力と

国際性を修得させ、水産資源の管理・生産及び利用産業、国内外の水

産食料問題や海洋環境問題の解決に携わる人材を組織的に養成する。

アニマルサイエ

ンス  
哺乳類及び鳥類等の動物資源の生産と利用に関わる生命科学、環境科

学、食品科学の基礎及び専門的知識と技術を修得させ、動物資源の高

度産業利用や動物資源に関連した食料・環境問題の解決に携わる専門

性、社会性、国際性を備えた人材を組織的に養成する。  
国際コース  様々な国籍の学生が英語でともに学ぶ環境を提供することにより、異

分化に対する理解力、論理的思考力、コミュニケーション力を基盤と

して身につけるとともに、農学の総合的な知識と専門技能を備えたグ

ローバル人材を養成する。  
 
 
１－２－（１）－③ 教育課程の編成の状況  

 
【低年次の全学・基幹教育】 

農学部（一般コース）に一括入学した学生は、1.5 年間の全学教育（H26 年度からは基

幹教育）カリキュラムに従い、基礎・教養科目を修得する（資料 19、20）。同時に本学部

の教育研究内容を俯瞰するための入門科目も履修して、配属コース・分野を選択する参考

情報を得る。 

 
○資料 19 全学教育における科目構成（平成 25 年度入学生まで） 

授 業 科 目 区 分  主な実施地区  

全学教育科目  教養教育科目  

共通コア科目  伊都  
コアセミナー  所属学部  
文系コア科目  伊都  
理系コア科目  伊都  
少人数セミナー  伊都  
総合科目  伊都など  

高年次教養科目  課題科目  箱崎・病院・大

橋・伊都  主題科目  
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社会連携科目  学外など  

言語文化科目  
言語文化基礎科目  伊都  
言語文化自由選択科目  箱崎・伊都  
言語文化古典語科目  伊都  

健康・スポーツ科学科目  伊都  
文系基礎科目  伊都  

理系基礎科目  共通基礎科目  伊都  
個別基礎科目  伊都  

情報処理科目  伊都  

専攻教育科目  
低年次専攻教育科目（コース概要科目、共通基礎科目、コース

共通基盤科目）  所属学部  

高年次専攻教育科目  所属学部  
 
○資料 20 基幹教育における科目構成（平成 26 年度入学生以降） 

授 業 科 目 区 分  主な実施地区

基幹教育科目  

基幹教育セミナー  伊都  
課題協学科目  伊都  
言語文化科目  伊都、箱崎  
文系ディシプリン科目  伊都  
理系ディシプリン科目  伊都  
健康スポーツ科目  伊都など  
総合科目  箱崎・病院・大

橋・伊都  その他  

専攻教育科目  

低年次専攻教

育科目  農学入門 I・II、共通基礎科目  伊都  

高年次専攻教

育科目  所属学部  箱崎  

 
【専攻教育と基幹教育の関係】 
 ２年次前期終了までに基幹教育科目と低年次専攻教育科目で所定の単位を修めた学生が、

後期から各コース・分野における専攻教育に進学できる。特に２年次前後期には、基幹教

育科目の基礎的な内容から高年次における専門性の高い専攻科目へ、連続的に学習内容を

連続的に積み上げる科目群が配置されている。 
 
 
１－２－（１）－④ 教育科目の配置  

 

本学部に一括して入学し、２年次から３年次にかけて徐々に専門性を高めていくカリキ

ュラムは、文科省の「人材力強化のための教育改革プラン」でも謳われている Late 

Specialization を既に採り入れた形となっている（資料 21）。専攻教育課程でも科学英語

を履修し、国際的な専門知識の修得に役立てている。学部国際コースで開講されている完

全英語授業の履修を、日本在住一般コース学生にも条件付きで認めている。さらに、国際

コース科目と一般コース科目との単位互換を行い、日本人学生が英語で農学を学ぶ貴重な

機会を提供している。この制度を活用した学生４名は全て、後に海外留学を果たしている。 

 

○資料 21 専攻教育科目の配置の特徴 
カテゴリー 専攻教育科目の配置の特徴（【】内は該当する科目名） 

低年次専攻教育

科目（コース共

通科目群） 

 

農学部に一括入学した学生が、農学の幅広い専門分野の中から、自分の興味・適性

に応じて希望コース・分野を選択する助けとなるように、主に各研究室の研究内容

を俯瞰的に学ぶことができる１年次開講科目である。 

【農学入門 I・II】 

共 通 基 礎 科 目

（コース共通科

目群） 

基幹教育における理系基礎科目と、各コース・分野配属後の専門性の高い専攻教育

科目の間（２年次前期・後期）に、コース共通のやや高度な基礎科目群を配置する

ことにより、スムーズな知識の積み上げが可能となっている。 
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 【アグリフードシステムと農学、分子細胞生物学、分子生物学概論、生物生産生態

学、生物化学、有機化学、物理数学、数値解析学、ミクロ経済学、政治経済学】 

専門的語学教育 

 

農学部の全コース・分野が共通して、国際性を備えた人材育成を目標に掲げている。

各専門分野における基礎的な英語能力を高めるために、全コース・分野が科学英語

を必修としている。 

【科学英語 I・II（H25 年度入学生まで）、科学英語（H26 年度入学生から）】 

国際コース科目

群 

全て英語で開講されるが、TOEFL iBT スコアが 80 以上あるいはそれと同等の英語力

を備えた一般コース学生の受講も認め、一部、一般コースの科目と単位互換（読替

え）を行っている。 

【一般コース学生の履修実績：Bio-Organic Chemistry（１名）、Elementary Economics

（１名）、Introductory Biochemistry（１名）、Introductory Biology（１名）】 

※これらの受講・単位互換経験者は、３名はカリフォルニア大学デイビス校への短

期留学を経験し、１名はコペンハーゲン大学大学院への進学が決定している。 

 

 

１－２－（１）－⑤ 授業内容及び授業時間割 

 

本学部の授業内容及び授業時間割の特徴を、資料 22 に示す。全学教育・基幹教育科目

からの連続性を保ち、知識を円滑に積み上げられる配置である。多くのコース分野におい

て、講義科目と実験・実習・演習科目がバランスよく配置され、特に実験・実習科目は午

後に多く配置して、課外の質問や自己学習を容易にしている。 

 

○資料 22 授業内容及び授業時間割の特徴 
科目 授業内容及び特徴 

農学入門 入学して 1.5 年後に多様なコース・分野から一つの進学先を選択するために、そ

の選択の一助となるように、各コース・分野の教育・研究内容を概観して学ぶこ

とができる低年次専攻教育科目「農学入門」を１年次に配置している。 

分子・細胞生物学 低年次における基礎的な分子・細胞生物学の学習には、共通のテキスト「エッセ

ンシャル細胞生物学」を用い、その合計 21 章を、３つの講義で順番に途切れな

く学ぶことができる。 

共通基礎科目 各コース・分野の教育内容に共通した科目群を、２年次前期、後期に配置し、教

育の効率化を図っている。これらの科目について各コース・分野が履修推奨科目

を指定することによって、学生が自分の志望するコース・分野の特性に合わせて

科目を選択することができる。 

科学英語 科学英語 I を３年次後期、同 II を４年次前期に配置し、学生が自身の専門性に

特化した高度な英語解読・表現能力を身につけることができる。 

 

 

１－２－（２） 社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

 

１－２－（２）－① 社会のニーズに対応した教育課程の編成 

 

新キャンパスが位置する糸島地区との協議会、教育研究諮問会議や農学部同窓会理事

会・総会等の様々な機会を利用して、学生のニーズ、学術の発展動向、地域社会からの要

請等を把握し、科目編成を整備している（資料 23）。特に、食料問題について内閣府が設

定した「食の６次産業化プロデューサー」育成プログラムに対応したカリキュラムは、農

学の学際的知識を食品産業に活かす能力を養成できる点で特筆される。また、国際コース

及び G 人材事業は、優秀な留学生の学部・大学院一貫教育による育成や、日本人学生の内

向き志向の解消という国内外のニーズに正面から応えている。すでに優秀な外国人留学生

の国内外への輩出、日本人学生の英語能力向上や留学の促進という効果が上がっている。 
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○資料 23 社会・学生のニーズ等に応じた教育課程の編成の具体例 
編成項目 学生のニーズ、社会からの要請等に応じた教育課程の編成 

食の６次産業化プロ

デューサー（食 Pro） 

認定プログラム 

食の６次産業化を担う人材の認定・育成を目的に内閣府が設定した人材育成プ

ログラムに対応するために、農学部に食 Pro レベル２の育成プログラムを H26

年度より開設している。主に農政経済学、食料化学工学及び附属農場が開講す

る授業をプログラムのガイドラインに沿って履修することにより、食 Pro レベ

ル２の資格が認定される。 

 

【プログラムの特徴】 

本学部は、他の大学の農学部が社会科学系の研究室をほとんど有していないの

に対して、農政経済学分野を中心に６つの社会科学系研究室を抱え、分離融合

教育が充実している点に利点がある。また、農場等附属施設を所有し、フィー

ルド実習の教育が充実している点にも利点がある。本プログラムでは、以上の

本学部の利点を活かして、食の６次産業化の実践・支援に不可欠な自然科学と

社会科学の基礎的な知識及び技術を習得できる点が特徴的である。 

 

参照 URL： 

（食 Pro ホームページ）https://www.６ji-biz.org/index.html 

（九州・沖縄解説の食 Pro 育成プログラム） 

https://www.６ji-biz.org/level_list２.html#kyushuokinawa 

授業科目への学術の

発展動向（担当教員

の研究成果を含む。）

の反映 

毎年担当教員がシラバスを容易にアップデートできる Web システムを導入して

いる。 

他学部の授業科目の

履修 

 

他学部の授業科目の履修を認めている。実績として、2010 年の延べ人数は 341

人、2011 年は 305 人、2012 年は 396 人、2013 年前期は 89 人が受講している。

インターンシップ インターンシップを認めている。2010 年は 21 人、2011 年は 17 人が実施した。

秋期入学、転学部へ

の配慮 

 

外国人が円滑に本学部へ留学できるよう配慮するために、学士課程国際コース

（G30）では秋期入学を行っている。また、他学部からの編入学も条件付きで認

めており、H27 年度２名、H26 年度１名、H27 年度３名が農学部に転学部してい

る。 

修士（博士前期）課

程教育との連携 

 

より高度な専門教育を希望する学部４年生が、所定の手続きを行うことにより、

大学院の授業科目を履修できるようにした大学院連携科目を設定しており、取

得単位は学部の単位としては認められないが、大学院に進学すれば、修士課程

の単位として認められる。 

国内外の他大学との

単位互換・交換留学

制度の実施 

国内の他大学との単位互換・交換留学にも取り組んでおり、乗船実習 I（長崎

大学）などで、毎年 40 名前後が利用している。さらに、海外大学との交換留学

においては、９名が部局間及び大学間協定校に留学を果たしている。 

グローバル人材育成

推進事業  
グローバル人材育成推進事業「国際的視野を持ったでは、海外の協力大学での

問題解決の科学実習を行っており、これらは協力大学からの成績報告を下に、

下記の農学部特別開講科目として単位化している。  
・グローバル熱帯作物学概論及び演習  
・農学グローバル転回汎用技能論及び演習  
・実問題解決の科学演習  
・グローバル農業生命科学概論及び演習  
・グローバルサスティナビリティー学概論及び演習  
・大規模農業学及び演習  
・グローバル農学研究概論及び演習  
・国際アグリバイオ実践科学演習 I 

 
 
１－２－（２）－② 文部科学省「国公私立大学を通じた大学教育改革の支援」事業等

に採択された取組の実施状況  
 

標記事業等に採択された取組を資料 24 に示す。社会のニーズを踏まえている。糸島現

代 GP は地域・社会連携、OPSP は新たな課題解決型教育、G30 は完全英語の学士課程、そし

て G 人材事業は学生の英語能力向上と留学促進プログラムとして、それぞれ大きな成果を
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挙げている。さらに、これらの全てが補助金期間終了後も農学部の教育プログラムとして

根付いている。 

特に、G 人材事業による留学促進はめざましく、資料 25 に示すように、平成 25〜27 年

度の間に、１学年あたり農学部学生の約 27％に相当する数の学生が留学し単位を取得した。 

 

○資料 24 文部科学省「国公私立大学を通じた大学教育改革の支援」事業等に採択された

取組の実施状況 
事業名  取組内容・実施状況  

糸島現代 GP 
（文科省現代的教育ニー

ズ取組支援）  
（平成 19〜22 年度）  

本学と糸島地域が有機的連携を図り、同地域社会の持続的発展に寄与し得

る新しい学生教育・学習基盤の形成を目指した。特に、糸島地域に分散す

る農地や畜舎等の生物生産基盤、森林・ため池・河川等の環境資源、歴史

的・文化的資源等を積極的に活用しながら参加型・体験型の学生教育・地

域活性化プログラムを展開した。 

本プログラムは、糸島地域と深い農学教育・研究の絆を構築することに成

功し、補助金による支援機関終了後も、現在まで継続して体験学習等のプ

ログラムを実施している。 

【開講科目】（シラバス URL） 

・糸島の水と土と緑 

https://syllabus.kyushu-u.ac.jp/search/preview_new.php?code=N15907

33322 

・糸島で学ぶ命のあり方・尊さと食の連関（少人数セミナー） 

https://syllabus.kyushu-u.ac.jp/search/preview_new.php?code=N15907

33313 

・糸島農村留学 

 

参照 URL：http://itoshima-gp.bpes.kyushu-u.ac.jp/ 

生物資源環境科学オープ

ンプロブレムスタディー

プログラムの展開：農学の

抱える包括的実問題の集

中学習による実践型副専

攻教育プログラムの充実

（平成 22～26 年度）  

社会の実問題を取り上げ、その解決策を考える問題解決型教育プログラム

であり、農学に関わる最重要かつ未解決の分野横断型実問題（オープンプ

ロブレム）の解決策を学生が様々な角度から俯瞰的に考察することにより、

課題探究・解決のためのアクティブ・ラーニングを身につけることができ

る。 

【開講科目】 

・問題解決の科学 

・AriBio Leader English Study Program (ALEP) 

・学び！福岡体験プログラム 

※H27 年度からグローバル人材育成推進プロジェクトに移管して実施

中 

参照 URL：http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/opsp/ 

文部科学省・国際化拠点整

備事業（大学の国際化のた

めのネットワーク形成推

進事業（G30））  

｢農学部国際コースの設置｣を行った。秋入学で若干名の留学生を受け入れ、

完全英語の教育プログラムによって学士の学位を取得できる。 

参照 URL： 

http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/english/international/undergraduate/

curriculum/ 

 

◯卒業生の進路概要 

１期生（H26.９卒業） 

・本学大学院へ進学（生物資源環境科学府５名・芸術工学府１名） 

・海外大学院へ進学（ミュンヘン工科大学１名） 

２期生（H27.９卒業） 

・本学大学大学院へ進学（生物資源環境科学府２名） 

・海外大学院へ進学（イリノイ大学１名、インペリアル・カレッジ・ロ

ンドン１名、クイーンズランド大学１名） 

 

◯在学生の状況 

３期生 ４名、４期生 ６名、５期生 ４名、６期生 ６名 

グローバル人材育成プロ

ジェクト「国際的視野を持

ったアグリバイオリーダ

ー育成プログラム」  

主に学部学生の英語力を向上させることにより、先端科学分野を含めた次

世代農学（アグリバイオ）の広範な基礎知識と各々の専門分野の知識・技

術を修得し、農学を取り巻く地域・地球規模の課題を俯瞰的に把握し、汎

用技術（多文化・異文化に対する知識、問題解決力、論理的・創造的思考
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力等）でもって解決する国際的リーダーシップを発揮できる人材の養成を

推進している。主に下記の３プログラムから構成される。 

◯学生向けプログラム：英語力強化プログラム、海外英語研修プログラム、

海外での問題解決の科学体験プログラム 

◯国際コースクラス共有 

◯教職員英語研修プログラム 

 
◯資料 25 グローバル人材育成推進事業による海外研修プログラム実績 
年度 派遣先国 派遣先大学 期間 参加人数 単位認定科目名 単位数

H25 ベトナム ハノイ農業大学 
８/16 

〜８/29
10 

グローバル熱帯作物学概論

及び演習 あるいは 

熱帯作物・環境学概論 

２ 

アメリカ カリフォルニア

大学デービス校 

８/９ 

〜９/６
４ 

農学グローバル展開汎用技

能概論及び演習 
３ 

アメリカ サンノゼ州立大

学 

８/19 

〜９/13
36 

実問題解決の科学演習 
３ 

タイ キングモンクッ

ト工科大学トン

ブリ 

９/16 

〜９/27
11 

グローバル農業生命科学概

論及び演習 １ 

アメリカ カリフォルニア

大学デービス校 

２/７ 

〜３/７
２ 

農学グローバル展開汎用技

能概論及び演習 
３ 

オ ー ス ト

ラリア 

ニューサウスウ

ェルズ大学 

２/24 

〜３/21
11 

実問題解決のグローバル科

学演習 
３ 

コ ス タ リ

カ 

ジョージア大学

コスタリカ校 

２/27 

〜３/23
５ 

グローバルサスティナビリ

ティー学概論及び演習 
３ 

H26 オ ー ス ト

ラリア 

ニューサウスウ

ェルズ大学 

８/11 

〜９/５
13 

実問題解決の科学演習 
３ 

ベトナム ベトナム国立農

業大学（旧ハノイ

農業大学） 

８/18 

〜８/31
８ 

グローバル熱帯作物学概論

及び演習 ２ 

アメリカ カリフォルニア

大学デービス校 

２/12 

〜３/13
７ 

農学グローバル汎用技能論 
３ 

アメリカ カリフォルニア

大学デービス校 

２/12 

〜３/13
１ 

農学グローバル展開汎用技

能概論及び演習 
３ 

アメリカ カンザス州立大

学 

３/１ 

〜３/20
４ 

大規模農業学及び演習 
２ 

フ ィ リ ピ

ン 

国際稲研究所 ３/９ 

〜３/21
８ 

グローバル農業研究概論及

び演習 
２ 

H27 アメリカ カリフォルニア

大学デービス校 

８/７ 

〜９/16
１ 

農学グローバル展開汎用技

能概論及び演習 
３ 

オ ー ス ト

ラリア 

ニューサウスウ

ェルズ大学 

８/11 

〜９/５
18 

実問題解決の科学演習 
３ 

ベトナム ベトナム国立農

業大学（旧ハノイ

農業大学） 

８/17 

〜９/１
16 

グローバル熱帯作物学概論

及び演習 ２ 

アメリカ カリフォルニア

大学デービス校 

２/10 

〜３/13
２ 

農学グローバル汎用技能論 
３ 

香港 香港城市大学 ２/22 

〜３/12
14 

国際アグリバイオ実践科学

演習 I 
２ 

アメリカ カンザス州立大

学 

２/29 

〜３/19
13 

大規模農業学及び演習 
２ 

 
 
１－２－（３） 国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫  
 

資料 26 に示すように、平成 22 年度から実施していた GPA 制度を基に、平成 27 年度か

らルーブリックを活用した GP による成績評価を採用し、これによる GPA による成績評価及

び科目ナンバリングの整備は、履修・成績評価のグローバル化に貢献している。また、 教
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育方法・内容のグローバル化に重点を置き、工夫を行っている。 

 

○資料 26 国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 
取組名 編成・実施上の工夫 

GPA 制度 国際通用性の高い成績評価システムとして本学が導入した、ルーブリックに

基づく学習の達成度評価によるグレードポイント（A、B、C、D、F）で表記

する成績評価システムを H27 年度から実施している。下図で明らかなように、

従来の 100 点満点方式（平成 26 年度まで）の成績評価に基づく A〜D の成績

分布から実質的には大きな変化はなく、農学部の GPA による成績評価は、新

GPA 制度導入前から国際的通用性が高いと言える。 

 
 

ナンバリング 農学部専攻教育課程の各学位プログラム毎に科目ナンバリングとカリキュ

ラムツリーを学生に示し、学生が履修計画をたてる際の参考になるように整

備している。 

教育のグローバル化 農学部国際コースは、完全英語による学士課程プログラムであり、そのカリ

キュラムは、理系基礎科目教育、日本語教育、及び専門課程教育を高度にバ

ランスさせ、幅広い農学の知識を備えてグローバルに活躍できる人材の育成

を可能としている。 

本コースで開講される英語による授業は、ある一定の英語力を備えた日本人

学生にも開放され、選択科目として単位の取得が可能である。また、グロー

バル人材育成推進事業の取組として、一部の科目は、内容的に等しい一般コ

ースの授業科目と単位互換としたクラスシェアを達成しており、特に基礎科

目について、九大にいながら英語で学ぶ環境が整いつつある。平成 25 年に

クラスシェアを初めて以来、すでに６人の学生が英語で学んで単位取得に成

功している。 
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１－２－（４） 養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 
 
１－２－（４）－① 指導体制  

 
学生を農学部として一括入学させ、1.5 年間の基礎教育・農学入門教育を経て専門分野

に配属させる、というカリキュラムを通して、一般コース、国際コースともに切れ目のな

い指導教員の担当体制を編成している（資料 27）。 

 

◯資料 27 学生の指導体制の概要 
コース 期間・指導教員 

一般コース 基幹教育からコース・分野

配属まで 

（１年前〜２年前期） 

コース・分野配属から卒業論

文研究室配属まで 

（２年後期〜３年前期あるい

は２年後期〜３年後期） 

卒業論文研究室配属から

卒業まで 

１学年を４クラスに分け

た各クラスのクラス指導

教員（入学年度の分野長が

複数で分担） 

配属先のコース長・分野長 各研究室指導教員 

国際コース 基幹教育 

（１年前期〜２年前期） 

専攻教育課程進学から卒業論

文研究室配属まで 

卒業論文研究室配属から

卒業まで 

基幹教育国際コースコー

ディネーター 

農学部国際コースコーデ

ィネーター 

農学部国際コース長 

農学部国際コースコーディネ

ーター 

農学部国際コース長 

各研究室指導教員 

農学部国際コースコーデ

ィネーター 

農学部国際コース長 

 

 

１－２－（４）－② 授業形態 

 

本学部の教育は、講義及び実験・演習・実習をバランスよく組合せた授業及び卒業論文

等に対する指導によって行う（資料 28）。また、少人数授業、PBL 型授業、フィールド型授

業等の取組により、教育効果を高めている（資料 29）。 

 

○資料 28 専攻教育科目における教育課程での授業形態別開講数 

授業形態 専攻導入科目 少人数教育 対話・討論 双方向型 フィールドワーク 体験型 

開講数 33 ２ １ ８ ７ 46 

 

○資料 29 教育効果を高めるための工夫の具体例 
カテゴリ 工夫の具体例 

少人数授業 

 

H25 年度入学生までは、１年前期に、16 人前後のクラスで、大学における学びの方法、

討論、プレゼンテーション技術を理解するための「コアセミナー」を受講した。H26 年

度以降の入学生は、同様な趣旨を発展させた基幹教育科目「基幹教育セミナー」及び「課

題協学科目」を受講している。 

PBL 型授業 

 

 

 

オープンプロブレムスタディープログラム（OPSP）に参加することにより、自分の専門

性を越えて、農学関連の実問題を解決するための方策を、グループディスカッションを

通して探索するトレーニングを積むことができる。アクティブラーナーとしての学習態

度の涵養にも効果を挙げている。H22〜H26 年度において、合計 140 人が PBL 型授業を受

講した。 

参照 URL：http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/opsp/ 

 

また、生物生産環境工学分野の JABEE 認定「農業土木プログラム」においても、問題発

見・解決能力並びにプレゼンテーション能力の修得を目指した科目群の履修が義務付け

られている。 

参照 URL：http://www２.bpes.kyushu-u.ac.jp/~doboku-jabee/ 

フ ィ ー ル ド 全コース分野のカリキュラムに、学外での調査、実習、見学等のフィールド型授業が組
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型授業 

 

み込まれている。講義の内容と有機的に関連し、専門知識とその応用、技能の習得に効

果を挙げている。 

TA の活用 ほぼ全ての実験・実習に TA が配置され、細かな技術指導等を効率的に実施している。

 

 

１－２－（５） 学生の主体的な学習を促すための取組  
 
１－２－（５）－① 学生の主体的な学習の促進の工夫  

 

大学が教育目標として規定するアクティブ・ラーニングの推進に対応するために、コア

セミナー等における調査・プレゼンテーション能力の向上、シラバスやルーブリックの公

開による学習目標の明確化などを進めている（資料 30）。 

 

○資料 30 学生の主体的な学習の促進等の工夫の具体例 

カテゴリー 学生の主体的な学習を促し、十分かつ必要な学習時間を確保するための工夫 

学生の主体的な学

習を促すための組

織的な履修指導 

コアセミナーにおいて、調べる力、まとめる力、プレゼンテーションする力を身

につけるという工夫を行ってきた。 

 

シラバスを利用し

た準備学習 

シラバスを公開し、学生自らが履修計画を立てられるよう工夫している。その効

果を授業アンケートで測っている。 

レポート提出や小

テストの実施 

多くの授業科目の成績評価にはレポート提出や小テストを取り入れており、各段

階で自分の理解度を把握できるよう工夫している。 

その他特色ある取

組 

オープンプロブレムスタディープログラムで、自分の専門分野を越えた諸問題を

解決する方策をグループワークで探るトレーニングを体験し、積極的な学習姿勢

を身につけることができる。H22〜H26 年度において、合計 140 人が PBL 型授業を

受講した。 

 

 

１－２－（５）－② 学習支援の状況 

 

授業担当教員及び各学年における指導教員（前掲資料 27、22 頁）による切れ目のない

修学支援を実施している。また、国際コース留学生に対しては、専任のコーディネーター

教員が、各学期に学生と面談し、きめ細かく支援している。 

 

 

（水準） 

期待される水準を上回る 

 

（判断理由） 

教育課程編成ついては、まず、一般コース・国際コースともに農学部一括入学した学生

に幅広い基礎科目履修から高年次で専門性をスムーズ高めていくための体系付けられたカ

リキュラムが構築されている。また、社会ニーズへの対応として食 Pro プロデューサー、

教育国際化対応として国際コースの設置及び一般コースとの単位互換など先進的な取組を

実施している。さらに、成績評価の国際通用性も科目ナンバリングやルーブリックに基づ

く GPA 制度によって高まっている。 

教育方法や学習支援の工夫については、まず、全コース・分野において講義と実験・実

習・演習科目が適切に配置されており、学生の主体的な学習は、オープンプロブレムスタ

ティープログラムでのグループワークによって効果を挙げている。 

以上の状況から判断して、前述の教育目的等を達成するための先進的な工夫が大きな成

果を上げ、関係者の期待を上回っていると考えられる。  



九州大学農学部 分析項目Ⅱ 

－30-24－ 

分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点２－１ 学業の成果 

（観点に係る状況） 

２－１－（１） 在学中や卒業・修了時の状況  
 
２－１－（１）－① 履修・修了状況から判断される学習成果の状況  

 

１）単位修得状況 

卒業者の卒業時点の単位取得状況（単位取得率）は毎年 90％を超えている（資料 31）。

したがって、本学部では科目履修においてキャップ制を採用してはいないが、学生が適切

な数の授業を履修し、個々の科目を十分に学習して単位を習得している、すなわち単位の

実質化が達成されていることを示している。 

 

○資料 31 平均単位修得率 
平成 22 年度入学 平成 23 年度入学 平成 24 年度入学 平成 25 年度入学 平成 26 年度入学

92.8 93.1 92.6 91.3 91.0

備考：平成 26 年度までの学生の成績情報（学務情報システム）から次の定義で、各学生の単位取得率

を算出。 

単位修得率 ＝（取得した単位数）／（履修登録した授業の総単位数）× 100 （値は％） 

さらに、学部及び大学院ごとに全学生の単位取得率の平均をとり、その値を平均単位取得率とした。

平均単位修得率 ＝（全学生の単位取得率の総和）／（学生数） 

出典：学務情報システム 

 

２）成績評価の状況 

成績評価の状況は、A 評価が最頻値であり、全体の 96％が、ルーブリックで単位取得上

望ましい基準とされる C 評価以上の成績を修めている（資料 32）。学部の考え方を踏まえ

ると、学生が高い学習意欲を持ち続けた結果と解釈できる（資料 33）。 

 

○資料 32 成績評価の分布表（平成 24 年度） 
A B C D その他 

67.4％ 16.5％ 9.7％ 3.6％ 2.8％

 

○資料 33 成績分布に関する考え方 
本学部の学生の成績評価の分布は正規分布ではなく、A 評価にピークがあり、80％が A、B を占めてい

る。成績評価が高いことについては、個々の科目を分析する必要があるが、各科目が設定した学習の

到達目標を達成している学生が多いことを示しているので、学習効果が上がっている授業が多いと解

釈できる。 

なお、本学部では、成績により２年後期にコース配属が行われることから、低年次から学生の学習意

欲が平均して高く保たれていることが、専攻教育過程においても良好な成績を収める学生が多いこと

の理由の一つではないかと考えられる。したがって、成績評価、単位認定は適切に実施されていると

言える。 

 

３）標準修業年限内の卒業率及び学位授与状況 

卒業者の標準修業年限内の卒業率は、資料 34 で示すように高水準を維持している。 

 

○資料 34 標準修業年限内の卒業率                  （％） 
学士課程 

（標準修業年限４年） 

18 年度入学 

（21 年度卒） 

19 年度入学

（22年度卒）

20 年度入学

（23年度卒）

21 年度入学

（24年度卒）

22 年度入学 

（25 年度卒） 

23 年度入学

（26年度卒）

標準年限内 

卒業率 
88.4  89.2 93.4 90.6 87.8 87.4

備考：平成 26 年度までに標準修業年限内に卒業・修了した学生の学籍情報（学務情報システム）から
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以下の定義で算出。集計は入学した年度に遡って行い、入学者数を分母とした。 

標準修業年限内卒業修了率 ＝（標準修業年修了者数）／（入学者数）×100 （値は％） 

ただし、標準修業年限は、学士課程は４年（医歯薬は６年）、修士課程・博士前期は２年、博士後

期課程は３年、博士課程は４年、博士一貫は５年、専門職学位課程は２年または３年である。値は

パーセント、小数点以下１桁。 

出典：学務情報システム 

 

４）学位授与状況 

学位授与状況は、高い卒業率に対応して良好である（資料 35）。 

 

○資料 35 学位授与数 

学位の名称  21 年度  22 年度  23 年度  24 年度  25 年度  26 年度  
学士（農学）  227 236 239 245 230 236 

出典：学務情報システム  
 
 
２－１－（１）－② 資格取得状況、学外の語学等の試験の結果、学生が受けた様々な

賞の状況から判断される学習成果の状況  
 

１）資格取得の状況 

毎年数名程度の中・高校一種教員免許取得者を排出している（資料 36）。また、本学部

の専門性に即した資格の取得状況は高い水準である（資料 37）。 

 

○資料 36 教育職員免許状の取得状況 
21 22 23 24 25 26 

中
学
一
種

高
校
一
種

中
学
一
種

高
校
一
種

中
学
一
種

高
校
一
種

中
学
一
種

高
校
一
種

中
学
一
種

高
校
一
種

中
学
一
種

高
校
一
種

１ ６ １ ７ １ ９ １ 10 ４ 13 ４ 15

 

○資料 37 各種試験・資格取得状況 

学部名 資格取得状況 

食品衛生監視員 応用生物科学コース及び動物生産科学コースで単位が取得出来るが、卒業後、

毎年 10～30 名が修了証明書発行の依頼があるので、その数の食品衛生監視員

資格を得ていると解釈できる。 

JABEE（日本技術者教

育認定機構） 

生物生産環境工学分野で本プログラムを修了すると、農業土木の技術士補資

格を取得できるが、毎年 13～19 名の修了者を輩出している。 

食の６次産業化プロ

デューサー 

平成 26 年度から、食の６次産業化プロデューサーの認定・育成システムを導

入し、すでに 20 名の学生が認定に向けて該当科目を履修している。 

 

２）学内の語学等の試験の結果 

資料 38 が示すように、１年次から３年次にかけて、農学部学生の TOEFL-ITP 平均点が

増加しており、農学部学生が入学後も英語の学修に高いモチベーションを保っていること

が覗われる。特に、G 人材事業の英語強化プログラムを受講した学生の英語力の伸びが著

しい。  
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○資料 38 「学外の語学等の試験」に関する資料・データ 
対象学生 英語能力試験の推移 

農 学 部 受 験 者

全員  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
TOEFL ITP テストの得点推移（H26 年度まで例年同様な傾向を示す。）  
農学部学生全体で、１年次から３年次にかけて平均点が向上している。特に最高点

の伸びが目立つ。１年次と３年次のいずれのにおいても、受験率は 95％以上であり、

数値の信頼性は高い。  

グ ロ ー バ ル 人

材 育 成 推 進 事

業 の 英 語 力 強

化 プ ロ グ ラ ム

受講者の例  

各年度の英語力強化プログラム受講前後の TOEFL iBT スコアの変化（赤枠内は得点

変動幅を示す）10 ヶ月間をかけた通年プログラムのみならず、約２ヶ月間の集中講

座においても、Reading, Writing, Listening, Speaking の総合点が着実に上昇し

ている。 

 
 

 
 



九州大学農学部 分析項目Ⅱ 

－30-27－ 
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３）その他学生の活動状況 

マスコミで紹介された学生の活動実績においては、農学が深く関与する地域連携（糸

島・宗像地区関連）や食育（遺伝子組換え問題、自炊塾）、環境、国際交流での活躍が目立

つ（資料 39）。 

 

○資料 39 学生の活動実績等（マスコミ等で取り上げられた事例等） 

 

 

２－１－（１）－③ 分析のまとめ 

 

大半の学生が標準年限で卒業している。教員資格取得、食 Pro プロデューサー、技術士

補、食品衛生監視員などの国家資格取得を目指す学生も増えており、社会的要請に対応し

た教育も高い水準で結実している。 

したがって、本学部での学習成果が上がっていると評価できる。 

 

 

２－１－（２） 在学中や卒業・修了時の状況から判断される学業の成果を把握するた

めの取組とその分析結果  
 
２－１－（２）－① 学業の成果の達成度や満足度に関する学生アンケート等の調査結

果とその分析結果  
 
１）全学共通フォーマットによる Web アンケート調査 

資料 40 に示すように、各種能力が向上したとの回答が大半であった。学習目標の達成・

満足度については、半数以上が肯定的な回答であり、総じて良好である。卒業研究等での

達成度・満足度評価が低めだが、これは研究をさらに高度化させたい気持ちに繋がり、修

士課程への進学率の高さに反映されている。 
  

年度 新聞社 記事 

平成 22 年度 

朝日、西日本、毎日 米長官と TV 対話 九大生、組み換え作物問う 農学部２年

西日本 
福岡市５大学が初の共同講義 「博多学」テーマに 農学

部３年 

西日本 現役学生が生活指南“大学の街・福岡”を高校生に PR   

朝日 鯉攻め 秋の糸島味わう 九大生など参加 農学部４年 

平成 23 年度 大分合同 九大留学生がダニ利用した害虫駆除視察   

平成 24 年度 

 

毎日 遺伝子研究に取り組んだ異色のサウスポー   

朝日、毎日 
漂着がれき撤去アラスカ支援を 九大生ら募金活動「九州

の活動 東北の励みに」  

読売、朝日 冬季国体スキーに出場 九大生  

平成 25 年度 

西日本 
九大生 中国で日本文化紹介 中国人留学生など重慶師範

大で交流イベント開催  

西日本 
グリーン・ツーリズムシンポ 福岡県宗像市で 九大農学

部などの学生による APIQ 食と農の懸け橋目指す 

平成 26 年度 

西日本 
九大生が食事作って社会考える 「自炊塾」優良事例に 内

閣府の食育白書で紹介 

毎日 九大生が中学生に授業 町内会主催で学習塾 九大２年 

西日本 
バンカラ女子 中国の風 九大応援団に留学生 漫画に憧

れ 文化体感 九大１年  
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○資料 40 学習の達成度・満足度に関するアンケート調査の結果（全学共通フォーマット

による Web アンケート調査） 
問１「次の能力について向上したか」 
次の能力について向上

したか 

大いに向上

している 

少し向上 

している 

どちらとも

言えない 

あまり 

変わらない 

全く 

変わらない 

該当

なし

英語の運用能力 ６ 35 ３ 10 ５ ３

英語以外の外国語の運

用能力 

３ 20 ７ 16 14 ２

情報処理（コンピュータ

やインターネットの活

用）の能力 

18 37 ３ １ ３ ０

未知の問題に取り組む

姿勢 

21 34 １ ３ ２ １

他人に自分の意図を明

確に伝える能力 

11 41 ５ ２ ２ １

討論する能力 ８ 34 12 ４ ３ １

集団でものごとに取り

組む能力 

16 27 13 ４ ２ ０

自分の専門分野に対す

る深い知識や関心 

32 24 ３ １ ２ ０

分析的に考察する能力 18 33 ７ ２ ２ ０

新たなアイデアや解決

策を見つけ出す能力 

９ 39 ８ ４ ２ ０

記録、資料、報告書等の

作成能力 

25 32 ３ ０ ２ ０

国際的に物事を考える

力 

14 19 19 ５ ５ ０

人間や文化についての

関心や理解 

12 33 12 ３ ２ ０

社会についての関心や

理解 

14 34 12 ０ ２ ０

 
問２「学習目標は達成しているか」 
学習は達成しているか 達成 

している 

おおむね達成

している 

どちらとも

言えない 

あまり達成 

していない 

達成 

していない 

該当

なし

教養教育 10 31 10 ９ ２ ０

専門教育 12 35 12 １ ２ ０

ゼミ（少人数教育） 10 26 20 ２ ２ ２

卒業研究 10 16 23 ７ ２ ４

実習、インターンシップ

やボランティア活動 
８ 15 20 11 ５ ３

 

問３「本学での学習に満足しているか」 
本学での学習に満足し

ているか 
満足である 

どちらかと

いえば満足

どちらとも

言えない 

どちらかと

いうと不満 
不満である 

該当

なし

教養教育 ６ 24 17 10 ４ １

専門教育 13 28 15 ２ ３ １

ゼミ（少人数教育） 11 22 19 ４ ３ ３

卒業研究 13 22 17 ４ ２ ４

実習、インターンシップ

やボランティア活動 
９ 13 26 ６ ３ ５

 
平成 25 年度 全学全課程統一在学生アンケート概要 

調査対象 学部 

（1,287 人中 474 人が回答）教育学部（B４）、文学部（B４）、理学部（B４）、

経済学部（B４）、芸術工学部（B４）、薬学部（臨床薬学科 B４、創薬科学科 B

６）、農学部（B４） 

実施時期 平成 25 年 10 月 11 日から 11 月 21 日 
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調査項目 

重点をおいている経験、能力や知識の向上度、教育課程・経験の達成度及び満足度、

影響を与える教員との出会い、一週間当たりの活動時間、施設及び設備の利用度と満足

度、学修・生活支援の利用度と満足度、教育目的等の認知度。 

 

２）部局独自の学習の達成度・満足度に関するアンケート調査 

本学部学務委員会が平成 19 年度より毎年度、卒業時に実施している満足度調査の結果

を資料 41 に示す。総合判定で 76％の学生が農学部の教育に満足している。コース・分野

毎に高評価・低評価の内容が異なることが判明したので、これらの詳細データを各コース・

分野の教育体制・内容の改善に活用している。 

 

○資料 41 農学部卒業生の満足度アンケート分析結果概要 
アンケート調査概

要 

平成 19 年度から毎年度、卒業予定の４年生を対象に無記名で２月に実施。 

質問項目の大分類 

教育カリキュラム 

教員について 

学習研究支援・環境 

進学・就職支援 

総合判定 

平成 19〜23 年度の５年間の結果を集計し、各大分類中の個別質問項目につい

て、４満足〜３概ね満足〜２やや不満〜１不満 の４段階評価で回答し、評価

３〜４と解答した学生の割合を「満足度(％)」と規定した。その他、自由記述

による意見も収集した。 

平成 24 年度以降は現在データを集積中であり、H28 年度末に５年間の結果を集

計・分析する予定。 

カテゴリー 分析結果 

参照 URL：http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/news/file/n130315.pdf 

学部全体  

 
総合判定評価の割合 

 

・ 総合判定で 76％の学生が満足している。 

・ 満足度 70％以上の項目 

「卒業研究」、「情熱を持って授業を行う教員」、「卒業研究に対する支援」

・ 満足度 60％以上の項目 

「専攻教育科目の講義」、「専攻教育科目における実験・演習」、「準備され

た専攻教育科目の数や種類」、「勉学・研究の動機付けをしてくれる授業を

する教員」、「授業理解度を深めるため多大な努力をする教員」 

コース・分野毎の

評価の比較  
コース・分野毎の評価分布を下図にまとめる。  
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コース・分野によって満足度には差が認められる。高評価、低評価の項目がコ

ース・分野によって異なることから、項目別の満足度及び個別意見を参考に、

各コース・分野が改善を進めている。  
 
３）その他学生の評価を聴取する機会 

資料 42 に示すように、G 人材事業に参加した学生からプログラムに対する評価・提言を

得ている。どのプログラムの満足度は高く、参加学生の英語能力及び国際的な調査・研究

の経験が大きな自信となった。特に、卒業後の進路として海外を視野に入れる学生が増加

した。 

 

○資料 42 グローバル人材育成推進事業の実施プログラムに対する参加学生からのフィ

ードバック概要例 
プログラム名 学生との懇談会・インタビュー等の概要 

H25 年度 

英語強化プログラム 

・ 総合評価「役だった」回答率 98％ 

・ レベルの適切さ：「ちょうどよい」71％ 

・ 授業の進行速度：「ちょうどよい」83％ 

・ 改善点の指摘例 

「各講師からのポートフォリオでのフィードバックが不足」 

「Reading, Listening の授業が退屈であった。」 

「学期のテスト期間中に出席することが困難であった。」 

H25 年度 

ベトナム農大派遣プログラム 

・ 代表的な評価 

「現地の農業の現状を勉強できて大変有益であった。」 

「現地の学生と仲良くなれたのが貴重であった。」 

「英語力が上がった実感はないが、英語を話すことへの抵抗がな

くなり、コミュニケーション能力がついた。」 

「さらに自分の専門を深めたいと思った。」 

「宿舎の設備が不十分であった。」 

「プレゼンテーションの準備時間が足らずに徹夜しなければな

らなかった。」 

H26 年度 

アグリバイオリーダー英語研

修プログラム（ALEP）（オース

トラリア） 

・ 開催時期（８/９〜９/８）について：「適当」の回答率 85％ 

・ 派遣先大学での英語授業：「よかった」の回答率 75％ 

・ ホームステイ：「満足」の回答率 85％ 

・ 農学部教職員のサポート：「満足」の回答率 100％ 

・ 総合評価：「充実していた」回答率：100％ 

・ 個別コメント例 

「現地や研修内容に関する事前情報が若干不足していた。」 

「もっと Speaking を学びたかった。」 

H27 年度 

ALEP（オーストラリア） 

・ 派遣先大学での英語授業：「よかった」の回答率 88％ 

・ ホームステイ：「満足」回答率 82％ 

・ 総合評価：「充実していた」の回答率 100％ 

・ 個別コメント例 

「英語学習のモチベーションが上がった。」 

「長期留学をしたい、海外で働きたい気持ちが強くなった。」 
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「世界には多様な価値観があることを身をもって知った。」 

「フィールドトリップ先での説明が難解あるいは不足してい

た。」 

H25〜26 年度 

国際コースとのクラス共有 

・ 対象科目：Bio-Organic Chemistry, Introductory Biochemistry

・ 受講者コメント 

「科学英語など学業に直結する英語が学べるのはもちろんだが、

留学生や外国人の先生と会話できることで自然と生きた英語が

身についた。」 

「様々な国籍の人達と接することで、日本に居ながら異分化に触

れることができた。」 

 
 
２－１－（２）－② 分析のまとめ  

 
以上のように、全学共通と部局独自の達成度・満足度アンケートおいて、高い評価を得

ている。特に部局独自の満足度調査では、高い評価を得ている。 
 
 
（水準） 

期待される水準を上回る 

 
（判断理由） 

卒業時の達成度・満足度の高さ、コース・分野別満足度データを活用した教育改善、G

人材事業などの取組の高評価・成果を基に総合的に判断すると、本学部の教育目標「高度

な専門性と国際性の涵養」を当初期待した以上に達成しており、想定する関係者の期待を

上回ると判断される。  
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観点２－２ 進路・就職の状況 

（観点に係る状況） 

２－２－（１） 進路・就職状況、その他の状況から判断される在学中の学業の成果の

状況 

 

２－２－（１）－① 進路の全般的な状況 

 

本学部の進路状況の特徴は、65〜70％が修士課程に進学することである（資料 43）。ま

た、産業別就職状況（資料 44）に見られる多様な就職業種は、農学の学問的裾野の広さを

反映している。また、高い公務員就職率は、幅広い知識と国際的、専門性に富み、バラン

ス感覚を備えた知識教養人を育成するという、教育目的が十分に達成されていることを示

す。 

 

○資料 43 進学率 

（学士課程から修士課程への進学） 
データ種別 H21 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 

大学院進学者数 152 166 163 161 159 163

卒業・修了者数 227 238 239 245 245 236

大学院進学率 67.0％ 69.7％ 68.2％ 65.7％ 64.9％ 69.1％

出典：卒業修了生進路調査 

 

○資料 44 産業別就職状況（人） 

分類 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

農業・林業・漁業 2 1 1 3 1

建設・鉱業 3 1 4 1 2

製造業 16 12 6 13 10

電気・ガス・熱供給・水道業 0 0 0 1 2

情報通信 2 1 1 4 5

金融・保険 4 6 9 10 8

サービス業 4 9 15 5 7

教育・研究 3 4 3 0 3

医療・社会福祉 1 0 0 0 0

国家公務員・法務 4 6 5 3 4

地方公務員 18 21 22 12 20

その他 0 0 1 0 2

出典：学校基本調査 平成 22 年度〜平成 26 年度 

 

 

２－２－（１）－② 就職の状況 

 

就職希望者の就職決定率は約 90％と高い水準を維持し（資料 45）、その就職先も多様で

あり（資料 46）、本学部の教育目的に沿った人材的貢献を果たしている。 

 

○資料 45 就職希望者の就職率 

（学士課程） 
データ種別 H21 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 

就職者数 65 57 61 67 57 64 

就職希望者数 79 60 67 75 63 69 

就職率 82.3% 95.0％ 91.0％ 89.3％ 90.5％ 92.7％ 

出典：卒業修了生進路調査 
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○資料 46 就職先（具体名） 
 
年度 企業名 

H21 NTC コンサルタンツ（株）、（株）メディサイエンスプランニング、鹿児島県庁、鹿児島市役

所、香川県庁、香川学園、霧島酒造（株）、霧島市役所、農林水産省農村振興局、農林水産

省、財団法人食品環境検査協会、読売広告社、英進館（株）、花王（株）、肥後銀行、化血研、

福岡空港ビルディング（株）、福岡県庁、王子木材緑化（株）、（株）西日本シティ銀行、（株）

椒房庵、（株）商工組合中央金庫、（株）オービック、（株）ふくや、有限会社味の兵四朗、

昭和シェル石油（株）、日比谷花壇、日本生命、日本政策金融公庫農林水産事業、日本ハム

（株）、岩崎産業（株）、山崎製パン 他 

H22 JA 共済連、JA 全農えひめ、F コープ生活協同組合、（株）飛島建設、（株）東京建設コンサル

タント、麒麟麦酒（株）、農林水産省（関東農政局）、農林水産省農村振興局、農林水産省植

物防疫所、豊島（株）、西日本電信電話、第一三共（株）、福岡銀行、福岡県庁、福岡市役所、

社団法人日本自動車連盟、熊本県庁、河合塾、植物防疫所、（株）西日本シティ銀行、（株）

東洋新薬、（株）日本植生グループ本社、（株）マイマイ、（株）ウッドワン、（株）ふくれん、

朝倉農場、朝倉市役所、旭硝子（株）、愛媛県庁、広島県尾道市役所、広島市役所、帝人（株）

他 

H23 NTC コンサルタンツ、JX 日鉱日石石油基地（株）、（株）ヤクルト本社、（株）インソース、

鹿児島県庁、鹿児島大学、雪印メグミルク（株）、陸上自衛隊、長崎県庁、長エ醤油味噌協

同組合、農林水産省植物防疫所、農林水産省、農林中央金庫、肥後銀行、糸島市役所、福岡

銀行、福岡市役所、熊本県庁、（株）JIMOS、（株）西鉄ストア、（株）東洋新薬、（株）富士

通九州システムズ、（株）三菱東京 UFJ 銀行、（株）ヨコオ、（株）えがお、（株）ニトリ、日

本食研ホールディングス（株）、日本製粉、広島県教育委員会、広島県庁、山崎製パン（株）

H24 NTT コミュニケーションズ、NTC インターナショナル（株）、JA 鹿児島県連、（株）麻生、（株）

福岡銀行、（株）大分銀行、（株）大分放送、（株）ヨドバシカメラ、（株）ユニクロ、（株）

ニトリ、（株）トーホー、（株）そごう・西武、鹿児島市役所、鳥栖キューピー（株）、香川

県庁、香川県庁、霧島酒造（株）、長崎市役所、農林水産省、農林水産消費安全技術センタ

ー（FAMIC）、農林中央金庫、豊後高田市役所、西松建設（株）、西日本シティ銀行、糸島市

役所、粕屋町役場、積水ハウス、福岡県庁、福岡市役所、福岡国税局、福岡スタジオ工芸社、

神戸市役所、熊本県庁、熊本国税局 他 

H25 （株）河鶴、GMO ペパボ（株）、JTB 九州、アメリカンファミリー保険会社、イーサポートリ

ンク（株）、エフコープ生活協同組合、カゴメ（株）、キリンビール（株）、サントリー食品

インターナショナル、ニビシ醤油（株）、ミズホ証券（株）、ヤンマー建機、ライオン（株）、

リソナ銀行、三井物産（株）、久留米市役所、九州旅客鉄道（株）、五島市役所、伊藤ハムウ

エスト（株）、全労済、南日本クミアイ飼料（株）、大成建設（株）、奈良県、広島市役所、

広島県林業職、日世（株）、日本タバコ産業（株）、東京海上日動火災保険、（株）アカサキ

設計、（株）イズミ、（株）オービック、（株）サイゼリア、（株）スリーエイ・システム、（株）

ゼンリン、（株）タカギ、（株）テイクアンドギヴ・ニーズ、（株）ローソン、（株）三井住友

銀行、（株）三菱東京 UFJ 銀行、（株）損害保険ジャパン、植物防疫所、特定非営利活動法人

ジーエルエム・インスティチュート、神戸市役所、福岡市役所、福岡県、福岡県庁、福岡県

栽培漁業センター、福岡銀行、経済産業省九州経済産業局、西日本電信電話（株）、農林中

央金庫、農林水産省、長崎市、関西酵素（株）、阪急阪神百貨店、鳥取県 

H26 大成建設、アース・バイオケミカル（株）、キューサイ（株）、キューピー（株）、一番食品

（株）、（株）山田養蜂場、日本製粉（株）、凸版印刷、太平洋セメント（株）、ヤンマー（株）、

（株）エイビス、（株）セゾン情報システム、（株）オービック、キャノンマーケティング（株）、

イオン九州（株）、西日本シティ銀行、日本政策金融公庫、野村證券、損保ジャパン日本興

和（株）、明治安田生命保険、協和発酵キリン（株）、長崎国際大学、河合塾、麻生、国土交

通省、農林水産省、岡山県庁、久留米市役所、宮崎県庁、熊本県庁、鹿児島県庁、千葉市役

所、長崎県庁、富山県庁、福岡県庁、北九州市、農畜産業振興機構 他 

 
 
２－２－（１）－③ 進学の状況  

 
本学の生物資源環境科学府への進学者が大多数であるが、他大学大学院、特に他の旧七

帝大大学院への進学者も増えつつある（資料 47）。これは本学部学士課程の教育水準の高

さ及び多様なキャリアパス教育の効果と解釈できる。 
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○資料 47 学外進学先（具体名） 

年度 学外進学先 

22 福岡女学院大学大学院  
23 東京大学大学院農学生命科学研究科、東京大学大学院新領域創成科学研究科、京都大学大学

院農学研究科、京都大学大学院生命科学研究科、京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科

24 Mississippi State University、東京大学大学院、京都大学大学院  
25 京都大学、京都大学大学院、名古屋大学大学院、東京大学、東京大学大学院  
26 Technische Universität München、東京大学大学院 

出典：平成 22 年度〜26 年度  卒業修了生進路調査  
 
 
２－２－（１）－④ 分析のまとめ  

 
以上のように、進路・就職状況等の状況から判断される在学中の学業の成果は、希望者

の高い就職率等から総合的に見て極めて良好である。進学についても、本学府のみならず

旧七帝大の大学院への進学者も安定して存在し、多様なキャリアパス機会を提供できてい

る。これらを総合的に判断すると、学習成果が上がっていると評価できる。 
 

 
２－２－（２） 在学中の学業の成果に関する卒業・修了生及び進路先・就職先等の関

係者への意見聴取等の結果とその分析結果  
 
２－２－（２）－① 卒業・修了生に対する意見聴取の結果  

 
本学部が独自に毎年収集している、卒業生からの意見では。農学部における専攻教育が、

狭い専門知識・技能の修得だけでなく、多様な経験を積ませることによって就職してから

の広い業務応用力を付与していると評価されている（資料 48）。 

 

○資料 48 卒業生に対する意見聴取の概要 
卒業年 農学での学修に関するコメント 

H15 ・ 森林機能制御学分野での実習でいろいろな現場を見て様々な体験をできたことが、県で

林業職員として勤めるのにとても役立っている。 

・ 食糧化学工学分野での授業を通して得た知識や技術が食品会社で働く上で、また毎日の

食に関する現象を理解するために役立っている。 

H17 ・ 水産科学分野には、海洋の生物や環境について、分子レベルから個体・集団まで様々な

研究を行っている研究室があるので、講義や実験を通して幅広い知識を得ることができ

た。 

H18 ・ 生物材料機能学分野で木材乾燥を研究する以外に、製剤や木材加工の現場見学等の体験

が、森林林業センターでの業務に生かされている。 

・ 大学時代に学んだ生理学、生化学、分子生物学等の知識が、製薬会社の研究院としての

仕事を進める上で必須の基礎体力となっている、と感じる。 

食品業界では、農学部の多くの先輩・後輩が活躍しているので、社会人になっても人脈

が広がりやすいという魅力がある。 

H19 ・ 大学では細胞実験を主としていたが、就職して動物実験や臨床試験に取り組んでいる。

試験の立案、実施、考察という研究に必要なステップをしっかり教わったことが糧とな

っている。 

H20 ・ 農学分野では、農業について幅広く学べ、実習を通して基本的なスキルも身についた。

何より、クラスの仲間と行う実習が楽しかった。 

・ 生物生産環境工学分野で学んだ土・水・気象等に関する様々な知識は、建設コンサルタ

ントとしての現在の仕事に大変役立っている。 

・ 大学では農産物の殺菌法を研究し、機械とは無縁であったが、大学で学んだ基礎知識や

研究を通して得た問題解決法などが、現在の製粉工場での業務に大いに役立っている。

H21 ・ 農政経済学分野で学んだ、農政政策を選択する上で必要な経済学の知識が、現在の県庁

での仕事に重要である。 

・ 応用生命化学分野の魅力の一つは、研究テーマが多岐にわたっていて自分自身の興味・
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関心によって幅広く知識・技術を吸収できること。 

・ 生物生産システム工学分野において、課題に対して論理的に考え、多角的に分析し、自

分なりの解を導くというプロセスが、現在の鉄道会社での仕事に大いに活かされてい

る。 

H22 ・  森林、環境について学ぶには現場第一！という考えを実現できた。その結果は大分県

での林業職業務に重要である。 

H23 ・ 大学時代に研究で評価され、国際学会で受賞し、招待講演で世界中の研究者を前に発表

した快感が忘れられない。 

 
 
２－２－（２）－② 就職先・進学先等の関係者に対する意見聴取  
 

全学共通フォーマットによる就職先・進学先等の関係者への意見聴取においては、調査

対象とした全ての能力について、「優れている」評価が「劣る」評価を大きく上回っている

ことから、社会への人材輩出において本学部の教育成果が上がっていると判断できる（資

料 49）。 
 

○資料 49 就職先・進学先等の関係者への意見聴取（アンケート、懇談会、インタビュー

等）結果（全学共通フォーマットによる Web アンケート調査） 
就職先における現在の

能力 

大変 

優れている 
優れている

どちらとも

言えない 
劣る 極めて劣る 

該当

なし

専門分野の知識がしっ

かり身についている 
４ ８ 10 １ ０ １

幅広い教養・知識を身

につけている 
３ ９ 10 １ ０ １

専門分野に関連する他

領域の基礎知識が身に

ついている 

４ ７ 11 １ ０ １

知識や情報を集めて自

分の考えを導き出す能

力がある 

４ 10 ７ ２ ０ １

チームを組んで特定の

課題に適切に取り組む

能力がある 

３ 10 ８ ２ ０ １

ディベート、プレゼン

テーション能力がある 
１ ９ 12 １ ０ １

国際コミュニケーショ

ン能力、異文化理解能

力がある 

１ ５ 15 ０ ０ ３

積極的でリーダーシッ

プがとれる 
２ 12 ６ ３ ０ １

実務能力がある ５ ８ ９ １ ０ １

期待通りの活躍をして

いる 
７ ７ ７ ２ ０ １

 
２）部局独自の就職先・進学先等の関係者に対する意見聴取 

本学部独自の就職先・進学先等の関係者に対する意見は、資料 50 に示すとおり、高い

評価となっている。特に、専門知識の確かさ、責任感の強さ、実務能力の高さが評価され

ているので、本学部の教育成果が十分に上がっていることを示す。 
 
○資料 50 就職先や進学先等の関係者への意見聴取（アンケート、懇談会、インタビュー

等）の概要 
○各年度の調査の結果からは、「仕事に対する使命感や責任感が強い」「実務能力がある」など、

本学部における学習成果を評価する声が強い。この就職先や進学先等の関係者への意見聴取の結

果からは、「知識や情報を集めて自分の考えを導き出す能力がある」「専門分野の知識がしっかり

身についている」など、本学部における学習成果を評価する声が強い。 
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２－２－（２）－③ 分析のまとめ  
 

以上のように、学業の成果に関する卒業生及び進路先・就職先等の関係者からの意見の

分析結果は、総合的に良好である。特に学生が卒業時に感じる満足度の高さ、卒業後に抱

く学習達成度の高さと多能性、そして就職の関係者からの高い評価は、学習成果の高さを

物語る。今後は高い国際対応力を備えた卒業生がさらに求められるであろうが、すでに G

人材事業などの教育プログラムを開始しており、今後、さらに生物産業界をグローバルに

リードする人材を排出できると期待される。この分析結果から総合的に判断すると、学習

成果が上がっていると評価できる。 
 
 
（水準） 

期待される水準にある 

 
（判断理由） 

卒業時の学生、社会人として巣立った卒業生、及び卒業生を受け入れた企業等からの評

価は総合的に良好である。課題探究・解決能力、英語を含むコミュニケーション能力の高

い人材人材育成も始まっており、将来予想される社会の要請に応える体制が稼働している。 
以上の状況を総合的に判断すると、前述の教育目的等を基に本学部が設定した、高い専

門性とバランス感覚、国際性を併せ持つ人材を輩出するための学習成果が上がっており、

関係者の期待に応えていると判断される。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 

 

（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

農学部は、多様な学問分野における高い専門性、柔軟な国際対応能力及び豊かな課題探

求能力を備えた人材を育成するために、教育プログラムの改善を重ねてきた。 

本学が目指すアクティブラーナーの育成に資するために、平成 26 年度から導入された

基幹教育カリキュラムと専攻教育カリキュラムを着実に対応させた。 

特筆すべき進展は、農学が本質的に必要とする国際性を高めるための教育改善である。

まず、G30 事業によって平成 22 年度から開設した完全英語の学士課程留学生教育プログラ

ムは、全国でも先駆的である。また、一般コース学生の国際化促進も G 人材事業によって

加速させ、英語力強化、実践的海外英語研修、実問題の解決海外研修などを強力に推進し

ている。 

すなわち、本学部は、農学を取り巻く教育資源を最大限に組み合わせて活用し、教育実

施体制及び教育内容・方法を質的に大きく向上させている。 

 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

学生の成績分布、卒業前後での満足度、就職先での卒業生の高い評価から、農学部の教

育が十分な成果を挙げていると判断できる。特に第１期中期目標期間終了時点と比較して、

学士課程国際コース及び G 人材事業における、学部教育国際化の進展は顕著である。国際

コースの卒業生は、九大及び欧米の著名な大学院に進学しており、本コースの教育レベル

の高さが認められる。また、G 人材事業によって、TOEFL スコアで測る一般コース学生の英

語能力の向上が著しい他、海外研修で農学部生の 27％が留学して単位を取得するまでに国

際化を高めている。 

これら国際化の取組はその補助金期間後も根付き、クラス共有など既存の学内教育資産

をさらに活用して、学部教育全体のグローバル対応を進めるであろう。 


